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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年2月4日(2016.2.4)

【公表番号】特表2013-537517(P2013-537517A)
【公表日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2013-518306(P2013-518306)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   3/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 215/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    3/06     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ  215/26     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  277/66     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年12月9日(2015.12.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　好ましくは、無機アニオンＡは、オキシ酸、二元酸、酸無水物、酸素、硫黄、セレン、
またはテルルに由来するアニオンである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　好ましくは、配位子Ｌは、式１、式２、式３、式４、式５、式６、式７、式８、式９、
式１０、式１１、式１２または式１３の有機化合物である：
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式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は、窒
素、硫黄、酸素から選択されるヘテロ原子、あるいは、水素、（場合により置換されてい
る）直鎖または分枝状のＣ１～Ｃ１０アルキル、（場合により置換されている）フェニル
、（場合により置換されている）ベンジル、（場合により置換されている）エーテル基、
（場合により置換されている）ケトン基、ハロゲン、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＮＨ２、－ＮＨ
Ｒ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＣＯＮＲＨ、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ－、
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－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－ＣＯＮＲ－、に結合した炭素原子、
ここで、Ｒ１は、好ましくは、基：－ＯＨ、－ＳＨ、－ＮＨ２、－ＮＨＲ、－ＣＯＯＨ、
－ＣＯＮＨ２、－ＣＯＮＲＨの１つに結合した炭素原子、より好ましくは基：－Ｏ－、－
Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－ＣＯＮＲ－の１つに結合した
炭素原子である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　本発明はまた、一般式（Ｒ’）ｘＺｎＹ（Ｌ）ｚ（Ａ）ｎ（ＸＲ）ｍの化合物の調製の
ための方法であって、前駆体Ｒ’ｘＺｎｙ（Ｌ）ｚ（ＸｋＲ）ｍ：式中、Ｌは、二または
多官能性有機中性配位子またはその脱プロトン化形態であって、Ｎ、Ｏ、Ｓから選択され
る少なくとも２個のヘテロ原子を含有しており、ここで、配位子の官能基の少なくとも１
個は、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＮＨ２、－ＮＨＲ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＣＯＮＲＨ
またはこれらの脱プロトン化された等価体から選択され；Ｘは、酸素または硫黄であり、
Ｒ’は、直鎖もしくは分枝状のＣ１～Ｃ１０アルキル、ベンジル、フェニル、シクロヘキ
シルまたはハロゲンであり、Ｒは、水素、アルキルまたはアリールであり、ｘは、０～６
の数であり、ｙは、１～１２の数であり、ｚは、１～１２の数であり、ｍは、０～６の数
であり、ｋは１または２である；が、溶媒中で、酸素、水、元素状硫黄、セレン、テルル
、オキシ酸、二元酸、酸無水物および／または無機酸塩との反応に、あるいは熱転移に付
される、方法にも関する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　好ましくは、用いられる二元酸として、Ｈ２Ｓ、Ｈ２Ｓｅ、Ｈ２Ｔｅが挙げられる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　好ましくは、反応において、元素状硫黄、セレンまたはテルルが用いられる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　実施例３
　式［（ｔＢｕ）２Ｚｎ４（μ４－Ｏ）（Ｍｅｑ）４］の蛍光化合物の調製
　０．１ｍＬの、０．５Ｍの水のＴＨＦ溶液（０．０５ｍｍｏｌのＨ２Ｏ）を、０．１５
０ｇ（０．５ｍｍｏｌ）の、５，７－ジメチル－８－ヒドロキシキノリンのｔｅｒｔ－ブ
チル亜鉛誘導体（ｔＢｕＺｎＭｅｑ）３を含有する、５ｍＬのテトラヒドロフラン溶液に
添加した。反応を室温で４時間行った。結晶化により、Ｘ線構造研究に好適な単結晶を得
た。Ｘ線構造研究は、反応の生成物が、以下に提示する構造式の［（ｔＢｕ）２Ｚｎ４（
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μ４－Ｏ）（Ｍｅｑ）４］付加物であることを示した。
【化５】
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